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高大連携による「Hokkaido Study Abroad Program」  令和７年度(2025年度) 
 

道立高校等の生徒の道内大学への派遣・交流事業 

（北海道教育大学函館校会場） 

 

１.目的 

道立高校等の生徒を道内大学に派遣し、同大学の留学生との英語による交流や、大学の講義 

受講、研究室訪問等を通して、英語によるコミュニケーション力の向上を図るとともに、国際的

な視野を育み、海外と積極的に交流しようとする意欲の向上を図る。 

  

２.主催 

北海道教育委員会、北海道教育大学 

 

３.実施時期 

令和７年(2025年)11月７日(金) 

 

４.実施場所 

北海道教育大学函館校 第 14講義室 

 

５.参加者 

全道の道立高校７校から 24名（１年次４名、２年次 14名、３年次６名）が参加 

 

６.日程 

時  間 内    容 

９:00-９:10  開会式 

９:10-10:30 
【ワークショップ①】 

「コミュニケーション能力を高めるための言語活動」 

10:40-11:45 
【講義①】留学生によるプレゼンテーション 

「渡航のすゝめ～海外で暮らし、学ぶことの醍醐味と意味～」 

11:45-13:00 昼食 

13:00-14:00 

【講義②】英語による模擬講義 

「What happens in the International Cooperation Studies Seminar？: 

 An interactive session with Tsumagari Lab members」 

14:10-15:00 
【ワークショップ②】 

「グローバル人材を目指して、今すべきこと」 

15:10-15:40 
【ワークショップ③】 

「グローバル人材の資質・能力に関する言語活動」 

15:40-16:00 閉会式 



 - 2 - 

事業の様子 

 少し緊張した雰囲気から始まった開会式。北海道教育委員会からの挨拶、事業参加に向けての

心構えについてお話がありました。 

 

  【ワークショップ①】 

 講師である北海道函館中部高等学校の弦木主幹教諭 

が講師となり、ＡＬＴや留学生の協力を得ながら、コ 

ミュニケーション能力を高めるための言語活動を行い 

ました。 

 「名前」と「出身」を聞き合うアイスブレイクに続 

き、参加者が各自準備してきたスライドを用い、自分 

のことを表現する活動を行いました。また、「海外か 

ら見た日本」をテーマにディスカッションを行い、自 

国文化との違いや、異なる文化をもつ人たちとの関わ 

り方について、話し合うことができました。 

参加者からは、「初めは緊張したけれど、話していくうちにいろいろな国の人とコミニケーシ

ョンをすることができた。」や、「会ったことのない高校生との英語を使ったコミュニケーショ

ンをするという初めての体験ができた」などの感想がありました。 

 

【講義①】 

北海道教育大学函館校の留学生 10名が参加し、グルー 

プごとに文化交流を行いました。『渡航のすゝめ～海外で 

暮らし、学ぶことの醍醐味と意味』をテーマに、海外で暮 

らし、学ぶことの魅力について交流しました。生徒たちは、 

留学生のふるさとの文化に驚くとともに、日本の文化に対 

して新たな気付きを得ることができました。 

参加者からは、「意外と知らない海外での暮らし、文 

化、歴史などを学ぶことができた。」や、「色んな国から 

来た留学生のプレゼンテーションを通して、本当にたくさんの 

インスピレーションを受けた。」などの感想がありました。 

 

 【講義②】 

北海道教育大学函館校 津曲 真樹 准教授が講義を 

行いました。講演題を「What happens in the Internati- 

onal Cooperation Studies Seminar? : An interactive  

session with Tsumagari Lab members」とし、津曲ゼミ 

の学生にも協力していただき、全て英語で演習等を行い 

ました。参加者からは、「この講義は、自分で意見を考 

えて、それを周りの人に交流するという講義の形態でした。 

このような講義の形態は、私が教員となった後に実現さ 

せたい「対話的学習」であり、とてもためになる講義でし 

講義①の様子 

 

ワークショップ①の様子 

講義②の様子 
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た。」や、「大学の先生の模擬講義を受けることができて、大学の英語の講義のレベルを体験で

きてとてもためになった。」などの感想がありました。 

 

  

【ワークショップ②／ワークショップ③】 

北海道函館中部高等学校の弦木主幹教諭が講師となり、 

「バズる！異文化交流動画を企画しよう」というテーマの 

もと、ＡＬＴや留学生の協力を得ながらチームで動画のア 

イデアづくりを行いました。 

その後、グループでストーリーボード（ポスター）を作 

成し、それをもとに自分たちのアイデアを英語でプレゼン 

テーションしました。 

参加者からは、「グループの人と意見交流をして、それ 

ぞれで本当に考えが全く違うなと思ったし、見る視点が違 

うと思った。」や、「グローバルな世の中になっていく中で、私は今自分たちがすべきこととし

て必要なことは、異なる国籍や文化の人々がお互いにそれぞれの文化を尊重し合い理解すること

だと考えました。」などの感想がありました。 

 

閉会式では、北海道教育委員会から参加者へ修了証 

を贈呈し、参加者代表から感想が述べられました。最 

後に、北海道教育大学函館校 佐藤 香織 教授が挨 

拶し、参加者にエールを送りました。プログラム全体 

を振り返って、参加者からは「長い１日になると思っ 

ていましたが、留学生の方々と沢山お話ができて、あ 

っという間に時間が過ぎました。」などの感想があり 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修了証の贈呈 

ワークショップ②／ワークショップ③の様子 

佐藤教授の挨拶 


